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三つの正しさを目指す

コードの正しさ
　良いコードとは、次図の三つの正しさを満たすコー
ドです。

正しく動く

　あたりまえですがプログラムは正しく動かなけれ
ばいけません。プログラミング初心者は「正しく動く」
を単純に考えがちです。良いコードとは、正しく動
くことを、さまざまな視点から考慮できているコー
ドです。

正しく語る

　コードは第一級の設計文書です。プログラムの意
図をわかりやすく伝える手段です。良いコードとは、
読みやすくわかりやすいコードです。

正しく育つ

　正しく動き、正しく語るコードでも、修正や拡張
がたいへんなコードがあります。どこに何が書いて
あるかを見つけるのにあちこちを調べたり、変更し
たときに予想外の副作用が起きるコードです。
　変更がやりやすいプログラムと、変更がやっかい
で危険なプログラムとでは、コードの価値がまった

く異なります。良いコードとは、修正や拡張がやり
やすいコードです。

正しく動くコード

　プログラムを実行したときに問題が起きやすいの
は次の場合です。

 •想定外のデータ
 •任意のデータ
 •上書き

　これらの場合をきちんと考慮するのが正しく動く
良いコードです。

想定外のデータ
　プログラミング言語が扱うデータ範囲は制限があ
ります。Javaの int型であれば、マイナス21億から
プラス21億までの整数。String型であれば、21億
文字まで。
　しかしアプリケーションで扱う適切なデータの範
囲はもっとずっと狭い範囲です。数量であれば1以
上1000以内とか、予約の日付であれば、本日以降
で3ヵ月以内などです。
　正しく動くコードを書く第一歩は、扱うべきデー
タの範囲を適切に想定することです。そして、正し
い範囲では正しく動作し、範囲外のデータでは、エ
ラーメッセージを出力するなど、適切なエラー処理
を行うことが必要です。
　正しく動くことを確認するには、範囲外のデータ
を必ずテストしなければいけません。この範囲外の
データのテストを半ば無意識にできるようになれば
初心者は卒業です。
　正しく動くコードとは、範囲外のデータを適切に
扱っているコードです。

コードには良いコードと悪いコードがあります。良いコードとは何か。どうすれば良いコードを書けるように
なるか。そのための考え方とやり方を紹介します。

正しく動く

正しく語る

正しく育つ
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